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北ア核心部を歩く 山また山の大縦走
太郎平∼黒部五郎岳∼水晶岳∼烏帽子岳
実施日 2013年8月3日(土)～8日(木)
天 候 8/4雨-曇り 8/5雨 8/6雨-曇り

8/7快晴8/8晴れ
Ｃ Ｌ 涌井 良明
Ｓ Ｌ 遠井 謙策／中村 友子
会 計 渋谷 京子／中村 友子
参加者 涌井良明､鈴木政三､山崎富美

恵､鈴木恵美子､石附智江､渋
谷賢寿､渋谷京子､伊藤久雄､
石原勝正､宇野輝代 計12名

費 用 63,430円（帰路JR新宿起算）
経費詳細は省略

タイム 8/3 池袋(7:20高速ﾊﾞｽ)富山駅(1
4:40)富山地鉄ホテル 泊

8/4 富山駅(5:30ﾊﾞｽ)折立(7:30∼7:55)休
憩(8:47∼8:55)三角点(9:50∼10:1
0)1980ｍ(11:00∼11:23)五光岩
ﾍﾞﾝﾁ(12:05∼12:30昼食)太郎平
(13:30)太郎平小屋 泊

8/5 太郎平(6:25)P2578(7:23)北ノ俣岳(8
:35)中ノ俣乗越手前(10:05∼10:1
15)黒部五郎岳肩(12:00∼12:10)
黒部五郎小屋(14:00) 泊

8/6 黒部五郎小屋(6:10)三俣蓮華岳巻道
分岐(7:44)三俣蓮華岳(8:30∼8:4
0)三俣山荘(9:30∼10:38)鷲羽岳
(12:12∼33)ワリモ岳北分岐(13:
35)水晶小屋(14:20) 泊

8/7 水晶小屋(5:35)水晶岳(6:16∼6:40)水
晶小屋(7:10∼7:35)東俣乗越(8:1
6∼26)真砂岳手前鞍部(9:40∼9:5
5)野口五郎岳(11:00∼11:50)烏
帽子小屋(14:50) 泊

8/8 烏帽子小屋(5:35)烏帽子岳(6:30∼6:4
0)烏帽子小屋(7:15∼7:35)ブナ
立尾根三角点(8:20∼30)休憩(9:
57∼10:05)水場(10:25∼10:45)高
瀬ダム(11:20∼11:25ﾀｸｼｰ)薬師
の湯(11:55∼13:40ﾀｸｼｰ)信濃大
町駅(13:50∼14:13JR)松本駅(15:
09∼15:19あずさ24)新宿(18:09)

今年の夏山は山中4泊の北アルプス大
縦走となったが、想定外の異常気象？に
翻弄され前半のダイヤモンド部分は煌び
やかさに欠けるものとなったが、後半の
裏銀座はそれらしい魅力全開となった。
ちょっとした？(ちょっとじゃない)ア

クシデントや夏でも寒い北アの神髄を経

験した。それでもメンバー全員この山行
に向けた事前の準備山行やトレーニング
の効果もあり､述べ5日間に及んだ北アル
プスど真ん中の大縦走をほぼ予定通りに
完歩できたことはメンバーはもとより会
にとっても会心の山行のひとつと言って
良いかも知れない。っと今は自画自賛し
ておきたい気分でもある。
8/3 夏休みの土曜日で道路渋滞もあ

って富山駅へは50分程遅れて着いた。
折から富山市は祭りの最中､夕食までよ
さこいとやまの流し踊り見物や明日への
休養などで過ごし､地元産魚介料理の夕
食で翌日からの歩きに備えて快適なホテ
ルの一夜を過ごした。
8/4 5時半ホテルセットプランの折立

行直通の地鉄バスで折立へ向かう、天気
は今一つ前方の黒い雲がいやらしい。途
中から降り出し
た雨は折立に着
いても止まず､
雨具姿でのスタ
ートになった。
三角点に着く

頃には雨も止
み､視界も少し
ずつ良くなってくる。時折見せる山肌や
足元の花を楽しみながら太郎平小屋へ。
例によって小屋前の歓談～・・・トップ
シーズンで宿泊者は250人とかなりの混
雑だった。夕方からはまた雨模様となっ
ていた。
8/5 雨は落ちていないが一面どんよ

りガスが立ち込めている。このまま降ら
なければ有難い
のにと思いつつ､
小屋を後にする
が､太郎山付近で
降り出した雨に
今日も昨日に続
いて雨具での行
軍になった。と

なると周囲の眺めも殆どなくフードをた
たく雨をBGMに足元に注意をしながら
北ノ俣岳を目指す、P2576ｍ越して、右
から神岡新道を合わせると北ノ俣岳だ、
雨と冷たい風に休憩もままならず通過､
風の来ない尾根の東側で休んで先へ進む
が､本降りのままの雨は止む気配もない。
晴れていれば花と展望のそれは素晴らし
い稜線歩きが満喫出来るであろうと思え
る道を辿っていく。
岩塊の赤木岳を越していくつか登降を

繰り返して、中俣乗越付近で雨も一旦止



みかけたが単なるぬか喜びだった。結局
はゆっくり休憩もとれずにP2555ｍから
は丁度北西からの冷たい風を感じながら
黒部五郎岳本峰を登ることなった。狭い
視界の中でもさすがに今迄の登りとは違
う急で大きな山肌を感じながら一歩一歩
と高度を上げていく。

黒部五郎岳の
肩は風を遮る
ものもなく冷
たい風が抜け
ている、予定
では山頂から
稜線通しに下
るつもりだっ

たが、雨と冷風に長い時間晒されるのは
低体温へのリスクも高いと考え風向きか
らカール経由で五郎小屋へ下るのが適切
と判断し、メンバーには申し訳なかった
が、山頂へは行かずに肩からカール経由
で小屋へ向かうことにした。
左へ少し岩道を進み一気にカールへの

急下降路に入る､冷風はなくなり雨とガ
スの道だが満開
の花々が迎えて
くれた。
特に今年はコ

バイケイソウの
当たり年なので
ここま で咲く
か！の群落など
に慰められながら下り､岩ゴロではある
が残雪・花・雪解けの清流(今日は雨も)
で飾られたのカールを歩き､更にダケカ
ンバの樹林の道を抜けると一面のコバイ
ケイソウに囲まれた黒部五郎小屋に着い
た。着くと同時に降り続いた雨も小康状
態となった。直ちにチェックイン､どの
パーティも濡れ物の乾燥に大わらわとな
った。寝具一枚＝1人確保できて外とは
違いスタッフの対応も含めて快適な小屋
だった。明日も雨模様との情報が外れる
ことを祈りつつ就寝 z z z …
8/6 さて天気は？？ 相変わらずど

んよりガスが…でも雨は落ちてないよう
な。しかし､さて出発と外へ出ると同時
に待っていたようにポツリと来た。

予報通り今日も
雨中の登行で始
まった。小屋裏
手から三俣蓮華
方面へ岩っぽい
急な登りを行く。
しばらく登り振

り返ると黒部五郎岳がでかい姿を見せて
くれていた。どうやら昨日よりはいくら
か雲も薄いのかも知れない。森林限界付
近で尾根筋の道となりハイマツや高山植
物の道を登る。
三俣山荘への巻道分岐辺りで雨も止み

加減となり周囲の視界も開けてきた。山
頂を経由する道を登っていくが､雨上が
り、ガスが山肌を絡みながら上昇してい
く光景はいつも美しいく､ウレシイもの
である。三俣蓮華岳山頂は一昨年に立っ
た時とは違っ
て少し冷たい
風があるもの
の、展望は良
く岩尾根を従
えた槍の姿も
大きい。やは
り北アのいや
日本の高峰の
シンボルはこの山なのだろうことを感じ
させる風格である。
思い思いに写真を撮り､雨も止んだこ

とで気分も明るく三俣山荘に向かう。
急下降からハイマツ帯テント場を抜け

て山荘へ、っとメンバーがテン場ロープ
に足を取られて、歯と口を切るアクシデ
ントが発生。幸いにも三俣山荘の診療所
が近かかったのと、その後も山行を継続
できる程度だったのは不幸中の幸いだっ
たが、当初は明日は下山かとの思いもよ
ぎった。山では何時誰にでも起こりうる
ことなので、改めて山では常に気を引き
締めよ！との教訓と受け止めたいと思う。
治療と行程一番の鷲羽岳の登りに備え
てゆっくり休憩をとり、立ちはだかる巨

大な鷲羽の稜線
に向かう。この
頃には雲間から
時折青空も見ら
れるようになり
やっと夏山らし
い気分にもなり、
快調に高度が上

がる。急傾斜も道はジグザクに付けられ
て一定のリズムで歩けるため良い登り道
ある、さすが
に裏でもギン
ザ道？？
約2時間かけ
てガスが流れ
る鷲羽岳山頂
に。コース最
大の登りをこ



なしたことで気分爽快ウキウキ気分(オ
イラだけ？)の昼食になった。
ここからは時々ガスが視界を遮るもの

の北ア真っ只中の稜線歩きを楽しむ。岩
塊のワリモ
岳を過ぎ、
ワリモ岳北
分岐から二
重山稜で庭
園の様なお
花畑の道を
抜け水晶小
屋への最後

の登りを花に慰められながら登り切ると
山巓に建つような水晶小屋に着く、新し
くなったとは言え定員30人に今の時期
は倍程登山者が宿泊する。２階の居室は
梁のフックにザックをぶら下げ布団１枚
に２人が割り当てられて寝ることになっ
た。夕食後外は一面の白いベールと冷た
い風、でも明日からは天気は良さそうだ。
そして､右が他パーティだったことも

あったが、寝返りもはばかれる一夜とな
ったが、ひたすら耐えて朝４時まで体を

休める。
8/7 夜中､頭上の
窓からは星の瞬き
が見える、天気は
予想通り良さそう
だが窓を叩く風が
少々気になる。
起床と同時にザッ

クを撤収して外へ、水晶岳へのピストンに
備えてサブザックを用意してから、朝食に
並ぶ。この小屋で雨でなくて良かった。
5時35分に水晶

岳へ出発となっ
た。昨日までの天
候を取り返すかの
様に快晴の北アの
山並を存分に眺め
ながらの歩きにな
った。意外と近くに見えるが途中から岩
の多い道になり、ハシゴを登り尾根を回
り込み更に岩道を辿ると狭い岩峰の山頂
になった。ありきたりだが素晴らしい眺

望だ、黒部五
郎岳､巨体の
薬師岳、貫禄
の赤牛岳を始
めぐるりと北
アのジャイア
ント群を堪能
できる。それ

ぞれ写真を撮りまくってから山頂を辞し
た。
水晶小屋で体制を整えて、裏銀座ルー

トを今日の宿舎の烏帽子小屋に向けてま
ずは下りから踏み出した。
迫力のガレを見て痩せた稜線を下り、

小さな岩場が連続して下っていき、東沢
乗越で一息入れる、この辺りから真砂岳

迄が今日のポイ
ントだろう、岩
伝いの登降が連
続して現れる稜
線を辿る道であ
る。周囲に見え
るものは山並の

みの雄大な中､今
を盛りに咲く花
々をお供に歩く
夏山の楽しさや
辛さも味わえる
優れたルートだ
が、以前と比べ
るとやはり大変
さが勝ってしまう気もする。真砂岳は左
から巻いて過ぎ、ザレの道を野口五郎岳
へと登る。山頂はそれこその360度の大
展望台である、北アの主だった峰々が眺
め放題である。しばし食事とコーヒーを

沸し更に重さ
を物ともせず
背負ってきて
くれた果物な
どで至福の時
間を過ごす。
メンバーに感
謝・感謝であ
る。

山頂から野口五郎小屋に寄ってから、
次の三ツ岳に向かう､今日は常に森林限
界を超えているために頻繁に岩場を交え
た登降が続く。そんな環境にも目を楽し
ませてくれる花々はけなげ？
三ツ岳へは東側の巻道､お花畑コース

をとり花と雪渓を見て三ツ岳は左を巻い
て行く。ザレの多い道になるとそこかし
こにコマクサが見られるようになった、
やや時期は遅い
が見かけに寄ら
ず逞しい彼らで
ある。
三ツ岳の頂稜

の端から稜線は
右に折れ、烏帽
子小屋へと下っ



て行く。ザレの下り、相変わらずの小さ
な岩道の登降を経てダケカンバの樹林帯
まで高度も下がると右に池を見てテント
場から少し登って烏帽子小屋へ着いた。
さすがに4日目ともなり、あ～ぁ くたび
れた！
夕食までは

長きに背負っ
てくれた食糧
と飲物で歓談。
食後も小屋前
で夕日が沈む
まで写真撮り
などを楽しんだ。
今夜は個室、昨夜と違ってゆっくり手

足を伸ばして寝られそうでこれもウレシ
イ。烏帽子小屋、昔風だがどこか懐かし
さもあってイイ感じ（スタッフも）､何
より空いているのが有難かった。
8/8 4時起床、今日は最終日烏帽子岳

を往復してから高瀬ダムへの下山であ
る。ゆったりと朝食もできて小屋にザッ
クをデポして小屋で待機の二名を残して
烏帽子岳に向かう、不動岳方面に僅か進
み花崗岩砂の稜線をコマクサと展望の道

を前(ニセ)烏
帽子に登ると
正面に特徴あ
る岩峰の烏帽
子岳が目に飛
び 込 ん で く
る。あれをど
うやって登る

のか？まあ、取付き迄だけでも行ってみ
るか､とここから戻る1人と別れて先へ。
一旦下り、頂上450ｍとある道標で縦走
路と別れ左へ、結局岩峰を回り込む様に
付けられた道を急登して頂上下に出る。
ここからはクサリを伝って岩登りにな

る。何とか行けそうなレベルのようなの
で、クサリを掴む､まずは乾徳山頂の岩
場を思い起こさせる岩場を直上して、次
に剱岳のヨコバイに似たトラバースのあ
と５～６ｍの
岩場を登って頂
上の岩塊下に着
く。そこからは
2～3人しか立
てない頂上岩
塊に残置ボル
トも利用して
登り頂上標柱にタッチして登頂終了だ。

辿ってきた山並を眺めしばし灌漑
に。で、交代で登り往路を烏帽子小屋
まで戻った。
さあ後はブナ立て尾根の下りだけで

あるが、日本三大急登と言われる道な
ので気は抜け
ない。
7時35分に小

屋を後に下山に
かかった。少し
登って尾根を跨
いで下り道にな
る、急とは言え
メインストリー
トなので良く踏まれ、整備状況も良好な
ので苦しい下り道ではない。

三角点で休憩してか
らは登り登山者との
行き違いや、今迄と
違う亜高山帯の草花
も多くなって写真撮
りなどで脚も止まる
ことも多かったりし

ていたって快調に下る。
灌木帯から樹林帯へ、濁沢の大崩壊な

どに圧倒されつつ沢音も大きくなり、桟
道の階段を下って裏銀座登山口の導標の
ある濁沢に降り立つ。水場で顔を洗って、
丸木橋を渡
り、河原～
吊り橋～ト
ンネルと歩
いて高瀬ダ
ムサイトに
出る。
待機して

いたタクシ
ーに増車依
頼、いつもの？大町温泉郷『薬師の湯』
で下山の乾杯となって完了になった。
とにかく全員で予定日数を完歩でき､

一緒に帰路につくことができたことで先
ずは成功としたい。
メンバー諸氏の素晴らしい歩き､日頃

のトレーニングと準備の成果を存分に発
揮いただいて敬服した次第です。
今年も夏山へ参加いただきありがとう

ございました。
できるならば皆さんとまた達成感のあ

る充実した山行をしたいと思いますが、
今回長期間山行の限界も感じ始めまし

たので、ムズカシイかな(-̲-;)
（記＆写真・涌井 良明）


